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京都女子大学生活福祉学科紀要投稿規定

(平 成2004年12月1日 制 定)

1.原 稿 は生 活 福 祉 学 科 に 関係 の あ る原 著 論 文,総 説,自 由論 叢 研 究 室 だ よ り,学 級,卒 業 生 だ よ り,実 習

　 記 お よび見 学 記 な ど とす る。 投 稿 者 の制 限 は設 け な い。

2.原 稿 の採 否,分 類 は,編 集 委 員 会'/YYL.任 とす る。 編 集 委 員 会 は 必要 に よ り外 部 識者 に 査読 を依 頼 す る。 ま

　 　た,原 稿 中 の字 句 につ い て は,加 除,修 正 を行 う こ とが あ る。

3.原 著 論 文 は他 誌 に未 発 表 の もの とす る。

4.原 稿 は ワー プ ロを使 用 し,印 字 した原 稿 と共 に フ ロ ッ ピー デ ィス クに書 き込 ん で提 出 す る。

5.原 稿 の書 き方 は下 記 の通 り とす る。

(1)原 著 論 文 は表 題 頁,英 文 抄 録(250語 以 内),本 文,文 献,図 説,表,図 の 順 に ま とめ る。

(2)原 著 論 文 の本 文 は可 能 な限 り見 出 を付 け1.は じめ に,II.方 法,　 HI.結 果,】V.考 察 　 (V.謝 辞)

　 　 の順 とす る。

(3)原 著 論 文 は表 題 の下 に著 者 名 を書 き,つ づ い て英 文 表 題 と ロー マ字 著 者 名 を記 載 す る。 続 い て 著者 の

　 　 所 属 機 関 名 お よび住 所,連 絡 先(含 　 Email　address)を 和 文,英 文 で記 す 。

(4)文 章 は ひ らか な,当 用 漢 字 を用 い,現 代 か なつ か い に よ り,化 学 用 語 は文 部 省 学 術 用 語 に よ る,外 国

　 　 語 音 訳 に は カ タ カ ナ を用 い る。

(5)本 文 の 区 分 は ポ イ ン トシ ス テ ムに よ り,大 見 出 し,中 見 出 し,お よび 小 見 出 し を 明確 にす る,な お,

　 　 小 見 出 し以 下 の 区分 は ア ル フ ァベ ッ トに よ る。

　 〔例 〕　 11.方 法

　 　 　 　 　 1.生 盤 査

　 　 　 　 　 1)食 品 等 摂 取 量 ・頻 度 の調 査

　 　 　 　 　 A.飲 酒 量

(6)句 読 点 お よ び カ ッコ に は1こ ま を与 え る。 ・・イ フ ンは1こ ま の 中 に 明瞭 に書 く。 新 しい行 の初 め は1

　 　 こ ま あ け る。

(7)一 般 に通 用 して い る物 質 名,術 語 な どに対 して は外 国語 を用 い な い こ と とす る。

(8)数 字 はす べ て ア ラ ビア数 字 を用 い,数 量 は原 則 と してC.G.S.単 位 を 用 い る。

(9)表,図 お よび写 真 の番 号 は表1,表2,… 図1,図2,… の よ うに表 わ し,表 の説 明 は表 の 上 に書 く。

　 　 図 の説 明 は,別 の用 紙 に ま と め て書 く。

⑩ 　図,表 お よ び写 真 は本 文 中 に挿 入 箇 所 を 明示 して,別 に添 付 す る。

(11)本 文 中 の引 用 文 献 番 号 は 出現 順 に両 カ ギ括 弧[]を つ け て本 文 と同 じ大 き さ で書 く。 文 献 は本 文 中

　 　 の文 献 の項 目に番 号 順 に並 べ る。

⑫ 　 引 用 文 献 が 雑 誌 の場 合 は著 者 名,表 題 名,雑 誌 名,年 号,巻 数,頁 数 の順 に書 き,引 用 文 献 の略 し方

　 　 は原 則 と して 日本 化 学 総 覧 お よ びChemical　 Abstractsの 規 定 に よる。 著 者 が7名 以 上 あ る場 合 は3名

　 　 ま で記 し,残 りの著 者 は　 そ の他,ま た はet　al.と 略 す 。

　 　 例)Hines　 LM,　Stampfer　 MJ,　Ma　J,　Gaziano∫M,　 et　al.　Genetic　variation　in　alcohol　dehydrogenase　 and　the

　 　 　 　beneficial　effect　of　moderate　 alcohol　consumption　 on　myocardial　 infarction.　N　Engl　J　Med　 2001;344:

　 　 　 　 549-555.

(13)引 用 文 献 が 書 籍 の場 合 は　 著 者 名:論 文 名,in書 名,(編 集 者 名),版 数,発 行 者,発 行 地 名,発 行 年(西

　 　 暦),起 始 一 終 了頁 　 を記 入 す る。

　 　 例)藤 原 久 義:心 臓 腫 瘍in心 臓 病学(河 合 忠 一 編),初 版,朝 倉 書 店,東 京,1986年,　 pp784-789.

6.校 正は著者が行 うことを原則 とする。総説,原 著論文,自 由論叢については希望者に対 し別刷20部 を贈

　 呈する。それ以上の希望数に対しては実費を申しうける。

7.紀 要に掲載された総説,原 著論文,自 由論叢,そ の他全ての版権は京都女子大学家政学部生活福祉学科に

　 属すものとする。
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